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江の島潮間帯のフジツボ相

植田育男・萩原清司

Ikuo UEDA & Kiyoshi HAGIWARA: The Barnacle Fauna in Intertidal 

Zone of Enoshima Island, Sagami Bay 

はじめに

著者らはこれまで相模湾奥部に位置する江の島で，

そこに生息する海岸動物を観察してきた （植田 ・荻

原， 1988;1989）。植田 ・萩原（1988）は， 周囲約4

仰の島であっても，外海に面しているか内湾に面して

L、るか， 河川水の流入の程度，あるいは基質の違いな

どによって，動物相に違いの認められることを報告し

た。 とりわけ江の島の潮間帯動物相が形成される上

で，生活排水によって有機汚染が見られる境川の影響

の大きいことが示唆された。

今回の調査では，有機汚染（富栄養化〉の度合いに

より出現種が変化するとされるフジツボ類に対象を絞

り，1988年度の調査地点より多くの調査地点を設定し

て，フジツボ類の付着状況の追加調査を進めた。
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図1 江の島における各調査地点

調査場所と方法

調査地点は図11，こ示した St.Aから St. kまでの

11地点である。

潮位表によると，江の島では大潮最高潮位と大潮最

低割引位の差が1989年には約 176C担あったが， この潮位

差を便宜的に3つに区分し， 上から高位，中位，低位

とした。それぞれの調査地点では， i*JJ位高ごとにlOX

lOcm (lOOcm＇） あるいは20x 2ocm〔400cm2）の方形枠内

に見られるフジツボの付着状況を記録する方法でデー

タを取り，採集は行わなかった。潮の引き具合や波の

高さによって低位での記録が困難な場合も多く，この

潮位高で記録できたのはSt.C. D, Eの3地点だけだ

った。

記録は自作した木製方形枠にポリエチレン製透明フ
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表 1 調査日時と調査地点の概況及び出現種

調査地点 St.A St. B St.C St.D St.E St.F St.G St.H St.I St.J St.K 出現地点

調査日（ 1989年） 4月7日 4月7日 4 ll ID日 4月ID日 5月BB 5月BB 6月7日 日月7日 6月7日 7月2日 7月2日

調査開始時刻 9:50 12・：DD II:3D 12:4D 12：・ID 13:35 II :35 I2:3D I3:35 8:25 ID:DD 

天 気 晴れ 晴れ 量り 畢（小雨） 晴れ／量 晴れ 量り 量り 晴れ 量り 量り

気 温 I6 5℃ I8. 7℃ IB.6℃ I8.8℃ I9.D℃ IB.I℃ 22.2℃ 23.3℃ 24.3℃ I8.2℃ I8.4℃ 

水 温 I4.5℃ I6.2℃ I5.6℃ I5.5℃ I? .D°C I7.2℃ 21.3℃ 22.D℃ 25.D℃ 2D.5℃ 21.3℃ 

基 質 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 岩 転石 コンクリート 3ンクリート

コドラート数※ 5 I2・D 4 ・ I2・D 3・9・4 3・8・4 3・6・4 9・2・0 3・ IO・0 3・ I2・0 3・8・0 3・I2 D 3・4・D 

イワフジツポ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 11 

ケロフジヅボ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 5 

オオアカフジツポ ＋ ＋ ＋ ＋ 

シロスジフジツポ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 6 

タテジマ7ジツポ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 5 

アメリカフジヅポ ＋ ＋ 2 

松種類数 3 2 3 3 3 4 4 3 3 

※調査コドラート数はコドラー ト（10x lOcrn）の個数で示す。20×20C皿のコドラートは，l個を10×10
C皿コ ドラート4個と して換算した。また，左から高位 ・中位 ・低位のJI僚に調査個数を示す。

ィノレムをFリップで装着したものをフジツボの付着函

に平行に当てがい，フジツボを種別に色分けした油性

ベンで真上からプロット してし、く方法を用いた。 この

際小型のイ ワフジツボは各個体の中心付近にl打点で

区別し， 他の大型フジツボ類はそれぞれの個体の外郭

をなぞって区別した。また死殻だけが残された個体に、

は，斜線を入れたりして生存個体と区別した。後日フ

ィノレムにプロットされた記録から， 種類別の個体数を

百十浪リした。

それぞれの調査地点では，調査開始時刻， 天気，気

温，表面水温， フジツボの付着状況などを記録した。

調査日時，調査開始時の天候，調査地点、の基質及び

調査したコドラー ト数は表1に示した。

結果

各調査地点のフジツボ類の生息状況

今調査で江の島の潮間帯に見られたフジツボ類は，

イワ フジツボ 〔Chthamaluschallenge灯〉， タロフジツ

ボ（Tetraclita squamosa japonica），オオアカフジツ

ボ（Megabalanusvolcano），シロスジフジツボ（Bala

nus albicostatus), タテジマ フジツボ （Balanusam-

phi trite〕， アメ、リカ フジツボ （Balanuseburneus), 

の6種類であった。なお著者らが報告した（植田 ・荻

原，1988）オオイワ フジツボを再検討した結果，大型
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のイワフジツボをオオイ ワフジツボと現地で誤認しで

いた可能性が高L、。

表1に示したそれぞれの調査地点での出現種数を見

ると，出現種数の多い地点はSt.E. G, Hで4種類，

逆に少ない地点は St.Jの1種類で，その他の地点で

は2～3種類が出現していた。

種類ごとの出現状況をみると，イワフジツボが11地

点すべてに出現し，江の島に広く分布していることが

わかった。 他の5種類のフジツボは，種類ごとに出現

する地点に違いが見られたが，出現地点の類似から3

つのグループに類別できた。ク ロフジツボとオオアカ

フジツボは St.A, C～Eの4地点、に共通に出現し，シ

ロスジフジツボとタテジマフジツボはSt.F～I, Kの

5地点で出現した。アメ リカフジツボは先の2つのグ

ノレープとは別で，St.GとHの2地点にだけ出E見した。
各地点での生息密度（100cm2当りの 付着個体数〉を

加味して，分布をより詳細に見てみた （図2〕。 それ

によると， 江の島に広く分布するイ ワフジツボは，St.

Fを例外として，どの地点でも高位で密度が高くなる

傾向を示しており，主に潮間帯高位に生息する種類と

いえる。また少ない所で23個体，多い所で813個体と，

他の5種に比べて生息密度が著しく高いのもこの種類

の特徴である。

クロフジツボとオオアカフジツボは出現地点が類似
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図2.各調査地点におけるフジツボ6種類の生息密度

密度はlOOcm＇当りの平均個体数で示した。

表2. 各調査地点聞の類似度指数（CC値勺
長 CC=(c/(a+ b-c〕， a,b，両地点の種類数， c；両地点に共通な種類数。

St. B c D E F G H 工 J K 

A 0.67 1 1 0.75 0.2 0.17 0.17 0.2 0.33 0.2 

B 0.67 0.67 0.4 0.25 0.2 0.2 0.25 0.5 0.25 

c 1 0.75 0.2 0.17 0.17 0.2 0.33 0.2 

D 0.75 0.2 0.17 0.17 0.2 0.33 0.2 

E 0.4 0.33 0.33 0.4 0.25 0.4 

F 0.75 0.75 1 0.33 1 

G 1 0.75 0.25 0.75 

H 0.75 0.25 0.75 

I 0.33 1 

J 0.33 
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する種類であるが，各地点での生息密度には違いが見

られた。クロフジツボは各出現地点において，高位よ

り中位で密度が高く，低位には付着していなかった。

また， St. A～Dの中｛立では約6個体と同密度に分布

していた。これに対してオオアカフジツボは，高位に

は全く付着せず，中位から低位に付着しており，とり

わけ低位で生息、密度が高かった。出現地点のうちで

もSt.Aから C,D, Eと西側へ進むにつれて高密度と

なり， St.Eで最高密度を示した。しかし， 隣の St.F 

では全く見られなくなった。

シ戸スジフジツボとタテジマフジツボは，出現地点

が類似する種類であるが，生息密度において違いが見

られた。 シロスジフジγボはSt.E以降の地点に出現

し， どの地点でも高位より中位で生息密度が高くなる

傾向を示した。また， St.EからIへ，北西方向に巡む

に従って高密度となり，St.Iの中位で最高密度を示

した。一方タテジマフジツボは， St. F以降の地点に

出現しどの地点でも高位で密度が高くなる傾向を示し

た。 また， St.Fの高位で、最高密度となり， その先で

は徐々に密度が低下していた。

アメ リカフジツボは，今調査で見られた6種類のフ

ジツボの中では最も出現地点が少なし生息密度も低

かった。アメリカフジツボは岩盤やコンクリー ト面に

付着する個体よりも，潮間待中位から低｛立に生息する

ムラサキイガイの殻面に付着する個体が圧倒的に多

く， 他の5種類とは異なる付着状況が認められた。

出現種から見た調査地点聞の類似度

共通して出現する種類数に基づいて，調査地点間の

類似度を調べてみた。

類似度を示す指数として，松宮（1980）の論文中に

ある JACCARD の共通係数〔CC）を用いた。（CC=c/

(a+b c〕， a,b ；両地点の種類数， c；両地点に共通

して出現した種類数）。cc値は1が最大値で， 比較を
する地点間の種構成が最も類似していることを示し，

値がOに近づくにつれて類似度が低くなる。

それぞれの地点問のcc値は表2に示した。
表2によると南岸の St.A, C, Dはそれぞれ種構成

の類似度が高く，北西岸や北東岸のSt.F～I,Kは互

いに類似度が高かった。逆に南岸のSt.A, C, Dと北

西岸の St.G,Hとの間では類似度が最も低い結果が

得られた。

考 察

査報告は，平野 ・大串（1952), 安田（1970），小坂

(1977）， 山口〔1982,1983, 1989）などがある。この

うち，今回の調査地である江の島を含む相絞湾と東京

消の広い範囲で調査した山口（1982,1983）によると，

出現するフシツボの種構成により，A～Dの4つのフ

シツボ群集に分けて記載している。報告によると外海

に面した潮間帯にはA群集のイワフジツボ ・クロフゾ

ツボ ・オオアカフジツボが見られ，内湾に面した潮間

帯にはD群集のシロスジフジツボとタテジマフジツボ

が見られる。またD群集には低位にアメリカフジツボ

やヨー ロッパフジツボを伴うことがある。さらに外海

から内湾への移行的な群集と してB,C群集があり，

B群集は比ii皮的外海性の群集でイワ フジツボとクロ フ

ジツポで構成され， C群集は比較的内湾性の$f集でイ

ワフジツボ， シロスジフジツボ，それにタテジマフジ

ツボによって構成されている。

この報告では，江の島からはA群集のイワフジツボ，

Fロフジツボ，オオアカフジツボが記録されている。

しかしながら今調査では， 山口（1982,1983〕のA～

D群集を構成する 5種類全てが江の島で確認された。

前報（植田 ・萩原， 1988〕で著者らが指摘したように

江の島は周囲約4kmの小島であるにもかかわらず，こ

の島の海岸では外海性から内湾性に至る多様な環境が

見られることがフジツボ類相でも示唆された。

山口（1982,1983〕のフジツボ群集の類別に従って，

今調査で得られた6種類の出現状況を検討すると，外

海性から内湾性への変化に一連の傾向が認められた。

すなわち， 江の島南岸のSt.A～DではAもしくはB

群集の外海性のフジツボ類が出現し， 北西岸の St目 F

～IではC群集のやや内湾性のフジツボ類が出現し

た。また北西岸のなかでも最も南に位置する St.Eで

は， A群集の構成種に加えて内湾性のシロスジフジツ

ボも生息していた。これは外海性と内湾性の両方の性

格を合わせもつ種構成だが， 山口（1982,1983〕のど

の群集の類別にもあてはまらなし、。この理由として外

海性と内湾性の中間的環境ーでは，ごく狭い範囲で外海

性と内湾性のフジツボ類の混在する条件が成立するこ

とが考えられる。

江の島の 北東岸の St.Jはイワフジツボのみが出現

した地点で，フジツボ類相が最も貧弱と言える。また

St. KはC群集を形成していた。

江の島南岸から北西岸にかけてのSt.A～Iのフジ

ツボ類相は，外海性からやや内湾性の特徴を示す一連

日本沿岸のフジツボ類の分布ぞ付着状況に関する調 の変化を示しているが， この背景には St.1より北側
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に位置する境川の影響がうかがえる。前報〈植田 ・萩 謝 辞

原， 1988）で言及されたように境川からは生活排水 本稿をまとめるにあたり横須賀市自然、博物館林公義

により富栄養化した河川水が江の島北西岸に流出し 学芸員には原稿の稿関をしていただいた。 ここに深謝

ている。因みに1988年の境川におけるBOD測定値は の意を表する。

9. 7mg/ eと高い値を示している〈牒沢市役所広報課，
1989〕。

笛栄養化とは，湖沼，沿岸海域などに有機物や栄養

塩類の流入量が増加することにより，水中の栄養塩類

などが増加するとともに，生物の生産量が土泊大し，ま

た生産構造が変化する現象として定義されている（吉

田， 1983）。 この富栄養化の度合（富栄養度〉の変化

に伴って，出現するフジツボの種類もまた変化するこ

とが知られており，フジツボそれぞれの種類はそれが

生息する水域の富栄養化の度合を示す生物指標として

も利用される〔梶原， 1975，吉田，1983）。

吉田（1983）によれば，今調査で出現したフジツボ

類のうち，貧栄養域の指標種としてオオアカフジツボ

が，また富栄養域の指標種としてイワフジツボとグロ

フジツボが，そして過栄養域の指標種としてシロスジ

フジツボとタテシマアジツボが，それぞれの水域の富

栄養化の度合を示す種類とされている。

境川の河川水によ り富栄養化した汚染水が江の島北

西岸の St.IからEの方向に拡がっていくことが推察

された。そこで沿岸のフジツボ類相を再検討すると，

St. F～Iの北西岸では過栄養域と富栄養城の種類で

構成され，位置的にはより外海にあたるSt.A～Dの南

岸では富栄養域と貧栄養域の種類で構成されていた。

さらに各地点間の類似度指数では南岸や北西岸の同一

岸内の地点聞では種構成の類似度が高く，南岸と北西

岸の地点間では低かった。それぞれの椛成種の変化は

St. E （南岸と北西岸の境〕付近で起きているため，南

岸と北西岸とでは潮の流れに何か違いのあることが予

想される。 また St.Eでは貧栄養域～過栄養j或の種が

同一地点に出現し，この付近では汚染水の影響が一定

でないことも推察される。従って，江の島の南岸から

北西岸にかけては，形成されたフジツボ類相が，境川｜

から流入する生活排水の富栄養化の現況を示している

と考えられる。

現在藤沢市では，東部下水処理場を建設中で，下

水処理施設の整備が進められている（藤沢市役所，

1989）。境川流域での生活排水の処理能力が向上し，

富栄養化の状況が軽減されるかどうか，今後も江の島

のフジツボ類相については継続した調査が必要であろ

う。
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